
 

 

 

 

 

 

 

 

６月１４日（月）６校時に生徒総会を実施しました。生徒総会

は，今年度の生徒会活動の内容などについて審議・決定したり，

学校生活をより良くするための要望をしたりするなど，生徒会

行事の中でも最も大切な行事です。 

生徒会執行部（生徒会長 丸山 寧々さん，副会長 小寺 飛

翔くん，生活委員長 沖原 心実さん，保健委員長 兼田 渚

彩さん，広報委員長 小寺 塁偉くん）の皆さんは，いそがしい

中，確実に準備を行いました。また，各学年では，総会資料を確

認したり，要望をまとめたりして生徒総会に臨みました。 

当日は，議長を菅原 響くんにお願いし，昨年度の活動報告や

今年度の生徒会行事や各委員会活動，部活動の目標などについ

て審議しました。また，生徒指導規程については改定したり追加

したりした内容について確認もしました。そして，各学年からは

理由を添えて５つの要望が出されましたが，生徒会執行部は丁

寧に回答していました。５つの要望については，生徒会執行部と

先生方によって実現するよう早速取組を開始することも確認し

ました。 

要望することも大切ですが，一人一人が蒲刈中学校のために何

ができるのかをしっかり考え，できることから実現することで，

確実に一歩ずつより良い蒲刈中学校に全員でしていき，誇りに思

える母校にしていきましょう。 
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生徒総会を行いました 
～より良い蒲刈中学校を全員の手で～ 

要望１ ソフトテニスのボールを増やしてほしいです。（男女ともに） 

要望２ 時計の時間を合わせてほしい。 

要望３ 傘を置く場所を学年などで分けてほしいです。 

要望４ 生徒それぞれのプロフィール・自己紹介の紙を掲示してほしいです。 

要望５ トレーニングをしたいです。 



 

 

 

 

環境省と気象庁は，熱中症予防対策に効果的な情報発信として令和

３年４月下旬から全国を対象に「熱中症警戒アラート」の運用を開始

しました。「熱中症警戒アラート」は，熱中症の危険性が極めて高くな

ると予測された際に，危険な暑さへの注意を呼びかけ，熱中症予防行

動をとることを促すための情報です。今までは，気象庁の高温注意情

報や環境省の暑さ指数（ＷＢＧＴ）などによって国民に注意を呼びか

けてきましたが，環境省と気象庁が連携して，より効果的な予防のた

め実施しています。 

暑さ指数（ＷＢＧＴ）とは，湿球黒球温度（Wet Bulb Globe 

Temperature）のことで，熱中症を予防することを目的として 1954 年

にアメリカで提案された指標です。単位は気温と同じ摂氏度（℃）で

示されますが，その値は気温とは異なります。暑さ指数（ＷＢＧＴ）

は，人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で，人体

の熱収支に与える影響の大きい①湿度，②日射・輻射(ふくしゃ)など

周辺の熱環境，③気温の３つを取り入れた指標となっています。 

日本スポーツ協会では，暑さ指数（ＷＢＧＴ）によって運動に関す

る指針を示しており，３１℃以上の時，運動は原則中止となっていま

す。本校では，毎日，暑さ指数（ＷＢＧＴ）による情報を校舎出入り

口に分かりやすく掲示し，注意喚起しています。本格的な夏を迎え，

毎日の健康観察とともに，帽子の着用，こまめな水分補給など熱中症の予防対策をしっかり行っていき

ましょう。 

熱中症警戒アラート 
～熱中症予防のための新たな情報発信のシステムです～ 


